




要約 近年,医療の進歩により乳児死亡率は激減し,生命に関するような疾患はごく少なく

なったが,核家族化やその他家族関係の変化のため,実際に育児の問題に面した場合に家族

からの援助が受けられない場合が多く,また地域からの援助も未発達のため,程々情報メヂ

アによる育児知識の普及にもかかわらず,乳房トラブル,育児不安などの諸問題は以前より

も多く,これらの問題解決への地域からの支援にたいする要請は高い.従来,保健所の一事

業として新生児訪問を地域在住の助産婦に委託して行ってきた.これら助産婦の高齢化に

伴い,種々の問題が浮き上がってきたので,広く地域の社会資源を活用することにより,よ

り質の高い,地域のニーズにそくしたケアを提供できるシステムを研究した。


